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島柴田の 0歳個体 6頭を被政体とし､生後 7カ

















佐藤暢哉 (広島大 ･生物圏 ･環鏡計画)
本年度も引き続き,側頭葉内側部 (結局傍回お
よびその周辺領域)のニューロンの比較的叫純な
視覚刺激に対する応答特性を調べた.
課題遂行中の二頭のアカゲザルから413佃のニ
ューロン活動を記録した.サルに課した抹腿は,
モニタ画面に呈示されたスポットを注視し,その
形が変わるまでレバーを押し続けたままでいると
いうものであった.サルがスポットを注視してい
るときにスリットなどの視覚刺激を呈示した.記
録したニューロンのうちの39.7%である,164佃の
ニューロンが視覚刺激に応答した.
視角5度から8度のスリットを用いて,応答し
たニューロンの,色,傾き,動きの方向,視野の
中での場所の選択性を調べた.11% (20/175)のニ
ュ-ロンが傾きに選択的な応答を示した.31%
(38ハ22)のニューロンが色に選択的な応答を示し
た.倹きあるいは色に選択的な応答を示したニュ
ーロンのほとんどが.中心溝から視角 10度以内に
刺激を呈示した場合にもっとも強く応答した.し
かし,それらを含む大部分のニューロンは,lo虚
以上離れた場所の刺激に対しても応答した.多く
のニューロンは対側視野に刺激を呈示した時に放
大の応答を示したが,同側視野に呈示した坊合に
最大の応答を示すものもあった.また,不迎続で
複雑な受容野を持つものもあった.25% (20〃9)
のニューロンは,静止した刺激よりも動いている
刺激に対して強く応答 した.そのうちの 50%
(10/20)は動きの向きに選択的な応答を示した.
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